
人口の動き《平成16年11月1日現在》人口 7,313人（±0人）男3,547人（＋4人）女3,766人（－4人）
世帯数2,131世帯（＋1世帯）　※（　）内は前月との比較

岸本町消防団岸本町消防団第３分団第３分団全国大会全国大会準優勝準優勝
（関連記事　（関連記事　4ページ）ページ）

岸本町消防団第３分団全国大会準優勝
（関連記事　4ページ）



　
朝
、
晩
に
は
寒
さ
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
が
、
お
元
気
で
す
か
。

　
私
も
新
し
く
誕
生
す
る
「
伯
耆
町
」

へ
の
準
備
に
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

○
ま
ず
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
で

す
が
、
去
る
十
一
月
八
日
、
横
浜
市

の
国
際
競
技
場
で
、
第
十
九
回
全
国

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岸
本
町
消
防
団
第
三
分
団
は
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
堂
々
の
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
九
時
か
ら
開
会
式
が

行
わ
れ
引
き
続
き
競
技
に
入
り
ま
し

た
。
第
三
分
団
は
三
番
目
に
競
技
し

た
の
で
す
が
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た

の
は
、
会
場
に
大
き
な
画
面
が
つ
く

ら
れ
、
競
技
中
の
模
様
が
写
さ
れ
た

り
、
競
技
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
す

る
と
成
績
の
得
点
が
表
示
さ
れ

る
こ
と
で
し
た
。

　
岸
本
町
は
早
く
競
技
を
終
わ

り
ま
し
た
の
で
、
各
チ
ー
ム
の

競
技
が
終
わ
る
ま
で
、
一
喜
一

憂
で
し
た
が
最
後
の
チ
ー
ム
の
競
技

が
終
り
、
得
点
が
表
示
さ
れ
、
準
優

勝
が
決
ま
り
ま
す
と
、
選
手
を
始
め

参
加
者
も
お
互
い
に
手
を
握
り
合
い

喜
び
を
分
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

　
私
も
関
係
者
と
手
を
握
り
な
が
ら

熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

岸
本
町
消
防
団
は
全
国
大
会
は
初
出

場
で
、
準
優
勝
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
こ
の

快
挙
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
十
一
月
九
日
、
町
内
外
か
ら
二
百

人
余
り
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
岸
本
町
町
制
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
式
典
で
は
五
十
年
の
間
に
、

町
政
に
ご
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
同

時
に
今
は
な
き
先
人
の
遺
徳
を
し
の

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
五
十
年
の
足
跡
は
、
町
勢
要
覧
を

お
配
り
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。

○
「
伯
耆
町
」
の
発
足
ま

で
あ
と
一
カ
月
に
な
り
ま

し
た
。
岸
本
町
の
最
後
の

町
長
と
し
て
の
ご
あ
い
さ

つ
は
、
次
号
で
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
で
は
、
い
い
年
を
お
迎

え
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

自
治
部
門
　
　
（
五
十
音
順
）

大
　
原
　
野
口
　
辰
猪
　
町
長
及
び

教
育
長
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢

献
小
　
野
　
森
安
　
是
公
　
町
議
会
議

員
及
び
農
業
委
員
と
し
て
本
町
の

自
治
に
貢
献

久
　
古
　
西
郷
　
一
義
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

真
　
野
　
下
村
　
有
象
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

上
細
見
　
井
澤
　
明
正
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

岸
　
本
　
河
合
　
　
肇
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

丸
　
山
　
小
谷
　
成
美
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

須
　
村
　
清
水
　
英
一
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

吉
　
定
　
田
中
　
義
郎
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

坂
　
長
　
西
村
　
　
忠
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

坂
　
長
　
福
富
　
　
綜
　
町
議
会
議

員
と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

口
別
所
　
大
前
　
　
直
　
町
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
本
町
の
教
育
振

興
に
貢
献

遠
　
藤
　
勝
部
　
馨
市
　
町
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
本
町
の
教
育
振

興
に
貢
献

吉
　
長
　
石
指
　
昭
孝
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

番
　
原
　
岡
田
　
　
毅
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

丸
　
山
　
柴
田
　
　
節
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

岩
屋
谷
　
宅
野
　
　
徹
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

大
　
原
　
野
口
　
敏
智
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

大
　
寺
　
長
谷
川

久
人

農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

久
　
古
　
松
原
　
延
雄
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

真
　
野
　
森
田
　
孝
雄
　
農
業
委
員

と
し
て
農
業
行
政
の
振
興
に
貢
献

遠
　
藤
　
勝
部
　
博
史
　
消
防
団
役

員
と
し
て
町
の
地
域
防
災
維
持
に

貢
献

押
　
口
　
神
本
　
寿
広
　
消
防
団
役

員
と
し
て
町
の
地
域
防
災
維
持
に

貢
献

久
　
古
　
西
郷
　
敏
宏
　
消
防
団
役

員
と
し
て
町
の
地
域
防
災
維
持
に

貢
献

小
　
町
　
妹
尾
　
　
吏
　
多
年
、
消

防
団
役
員
と
し
て
町
の
地
域
防
災

維
持
に
貢
献

殿
河
内
　
高
塚
　
克
人
　
多
年
、
消

防
団
役
員
と
し
て
町
の
地
域
防
災

維
持
に
貢
献

吉
　
長
　
田
中
　
利
行
　
多
年
、
消

防
団
役
員
と
し
て
町
の
地
域
防
災

維
持
に
貢
献

久
　
古
　
西
村

眞
壽
美

消
防
団
役

員
と
し
て
町
の
地
域
防
災
維
持
に

貢
献

米
子
市

　
石
田
　
　
保
　
多
年
、

助
役
、
収
入
役
及
び
町
管
理
職
と

し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

丸
　
山
　
岡
田
　
賢
治
　
町
管
理
職

と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

遠
　
藤
　
勝
部
　
俊
徳
　
町
管
理
職

と
し
て
本
町
の
自
治
に
貢
献

民
生
部
門

上
細
見
　
井
澤
　
　
豊
　
民
生
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

大
　
寺
　
仲
村
　
民
廣
　
学
校
医
と

し
て
学
校
の
保
健
衛
生
の
増
進
に

貢
献

殿
河
内
　
野
口
　
秀
子
　
民
生
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

岸
　
本
　
野
坂
　
行
江
　
民
生
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

久
　
古
　
矢
信
　
敦
子
　
民
生
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
に
貢
献

教
育
部
門

坂
　
長
　
徳
永
　
　
渉
　
体
育
指
導

委
員
と
し
て
本
町
の
体
育
振
興
に

貢
献

善
行
部
門

駅
　
前
　
佐
々
木
　
　
操
　
歩
道
・

バ
ス
停
等
の
清
掃
活
動
に
よ
り
地

域
の
環
境
美
化
に
貢
献

産
業
部
門

殿
河
内
　
影
山
　
忠
嗣
　
農
業
振
興

に
貢
献

丸
　
山
　
小
西
　
護
郎
　
農
業
、
林

業
振
興
に
貢
献

久
　
古
　
松
原
　
佐
喜
恵
　
農
業
振

興
に
貢
献

丸
　
山
　
山
西
　
　
　
　
農
業
振
興

に
貢
献

丸
　
山
　
丸
山
水
稲
研
究
会
　
水
稲

栽
培
を
通
じ
て
本
町
の
農
業
振
興

に
貢
献

福
　
原
　
福
原
水
稲
生
産
組
合

　
水
稲
栽
培
を
通
じ
て
本
町
の
農
業

振
興
に
貢
献

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
岸
本
町
支
所
　
花
き

生
産
部
会
　
花
き
栽
培
を
通
じ
て
本

町
の
農
業
振
興
に
貢
献

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
岸
本
町
支
所
　
柿
生

産
部
会
　
柿
栽
培
を
通
じ
て
本
町
の

農
業
振
興
に
貢
献

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
岸
本
町
支
所
　
白
ね

ぎ
部
会
　
白
ね
ぎ
栽
培
を
通
じ
て
本

町
の
農
業
振
興
に
貢
献

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
岸
本
町
支
所
　
西
瓜

生
産
部
会
　
西
瓜
栽
培
を
通
じ
て
本

町
の
農
業
振
興
に
貢
献

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
岸
本
町
支
所
　
白
菜

生
産
部
会
　
白
菜
栽
培
を
通
じ
て
本

町
の
農
業
振
興
に
貢
献

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
岸
本
町
支
所
　
和
牛

改
良
生
産
部
会
　
和
牛
飼
育
を
通
じ

て
本
町
の
農
業
振
興
に
貢
献

大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
　
岸
本
町

酪
農
連
絡
協
議
会
　
酪
農
経
営
を
通

じ
て
本
町
の
農
業
振
興
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

ア
ス
ト
ロ
デ
ザ
イ
ン
　
株
式
会
社

　
本
町
誘
致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用

の
拡
大
と
町
の
活
性
化
と
発
展
に

貢
献

有
限
会
社
　
尾
崎
縫
製
大
山
工
場

　
本
町
誘
致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用

の
拡
大
と
町
の
活
性
化
と
発
展
に

貢
献

久
米
桜
酒
造
　
有
限
会
社
　
本
町
誘

致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大

と
町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

久
米
桜
麦
酒
　
株
式
会
社
　
本
町
誘

致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大

と
町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
大
山
　
株
式
会
社

　
本
町
誘
致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用

の
拡
大
と
町
の
活
性
化
と
発
展
に

貢
献

山
陰
興
発
　
株
式
会
社
　
本
町
誘
致

企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大
と

町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

山
陰
日
段
　
株
式
会
社
　
本
町
誘
致

企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大
と

町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

医
療
法
人
　
社
団
昌
平
会
　
本
町
誘

致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大

と
町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

大
山
ゴ
ル
フ
　
株
式
会
社
　
本
町
誘

致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大

と
町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
　
株
式
会
社

　
本
町
誘
致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用

の
拡
大
と
町
の
活
性
化
と
発
展
に

貢
献

フ
ジ
化
成
工
業
　
株
式
会
社
　
本
町

誘
致
企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡

大
と
町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

マ
エ
コ
ー
　
株
式
会
社
　
本
町
誘
致

企
業
と
し
て
町
内
雇
用
の
拡
大
と

町
の
活
性
化
と
発
展
に
貢
献

岸本町制施行５０周年記念式典にて

　
昭
和
三
十
年
三
月
に
旧
八
郷
村
・
旧
大
幡
村
・
旧
幡
郷
村
が
合
併
し
て
岸

本
町
が
発
足
し
て
以
来
、
今
年
で
岸
本
町
は
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
十
一
月
九
日
、
岸
本
町
の
町
制
施
行
五
十
周
年
を
祝
い
、
県
内
市
町
村
関

係
者
、
来
賓
を
含
む
約
二
百
名
の
方
が
集
ま
る
中
、
大
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
記
念
式
典
で
は
、
町
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
、
団
体

の
功
績
に
敬
意
を
表
し
て
、
五
十
周
年
記
念
表
彰
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
表
彰
状
・
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
表
彰
者
は
下
記
の
方
々
で
す
。
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　11月8日に横浜国際総合競技場で開催された第19

回全国消防操法大会に、鳥取県代表として出場した

岸本町消防団第三分団がこの大会で見事準優勝しま

した。

　第三分団は全国大会優勝を目指し、毎日午後8時か

ら厳しい練習を重ねてきました。

　また、選手以外の補助員もホースの撤収やタイム

測定など、選手が全国大会で十分な力が出せるよう

支援してきました。

　全国大会当日は、11月にしては少し暖かい絶好の

コンディションで競技をすることができました。選

手達は厳しい練習をこなしてきた成果が実り、万全

のチームワークで競技に臨みました。

　審査の結果、優勝こそ逃したものの、優勝チーム

に３点差と迫る89点の得点を出し、堂々準優勝の成

績を残しました。

　今後は、この経験を生かし、火災等の災害が起き

ないよう啓発を中心とした活動を行います。また、

若手団員の育成を強化し、次の全国大会では悲願の

優勝を目指し、訓練を継続する予定です。

　全国大会までの間、町民の皆さんの暖かいご声援

が選手の力となり、このような優秀な成績を残すこ

とができました。今後も消防団活動にご理解とご協

力お願いします。

▲全国大会準優勝の操法

待機線上で操法開始を待つ選手　　　　　　　　　　　　

指揮者　大島英樹　１番員　柳幸治　２番員　秋鹿智　　　　　
３番員　植田潤　補助員　奥田英樹

今後の活躍が期待される消防団員



　
11
月
5
日
、
西
伯
南

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
町
に
血
圧
計
を
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
伯
南
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
代
表
の
西
尾
　

信
治
さ
ん
は
、
「
町
民

の
方
の
健
康
管
理
の
た

め
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
血
圧
計
を
こ
の
た
び
、

岸
本
温
泉
ゆ
う
あ
い
パ

ル
に
寄
付
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
河
合
町
長
は
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、

機
械
の
計
り
は
じ
め
に

血
圧
の
計
測
を
し
、
続

い
て
西
尾
さ
ん
も
測
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
ゆ
う
あ
い

パ
ル
利
用
者
の
多
く
の

方
が
こ
の
血
圧
計
を
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

寄
付
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「自分の母校の岸本中学校体育館でライブがしてみた
いですね」ハセガワさんが、そういったのは今年の３
月に米子でのライブのために岸本町に帰省している時
でした。
現在、プロのミュージシャンとして国内で活躍してい
るロックバンドP.IMONSTER(ピーアイモンスター)に
在籍している　大寺出身の長谷川崇夫さんの夢は11月
20日、きないや祭で実現し岸本町では、初めてのロッ
クライブとなった「P．Ｉ．ＭＯＮＳＴＥＲ凱旋ライ
ブ」が岸本中学校体育館で開催されました。
　ハセガワさん（ボーカル）は、岸本中学校の卒業生
で、現在、大阪を拠点に日本全国で活躍しています。
当日のライブでは、当時の中学校の教頭、現在の岸本
町の教育長である妹尾千秋教育長が「紅白に出場する
ような歌手になって、この岸本町でまた凱旋ライブを
しに戻ってきてください」とあいさつしました。
　オープニングでは、メンバーの登場と同時に観客は
総立ちの状態となり、町内外を含む４００人の観客が、
約１時間３０分、１３曲彼らの演奏を楽しみました。
　彼はライブの中で、中学校時代の思い出を織り交ぜ
ながら曲を熱唱し、自分たちの音楽と彼の岸本への想
いを観客に伝えました。
　本当に胸の熱くなる演奏でした。今後の活躍期待し
ています。

迫力のある演奏・とてもあたたかい雰囲気のライブでした

ボーカルのハセガワさんです

恩師・箕浦先生から花束の贈呈



平成１７年１月１日に伯耆町が誕生します
伯耆町役場の各課のご紹介をします
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植
田
正
治
写
真
美
術
館
か
ら

　
企
画
展
示
室
の
ご
案
内

第
五
回
植
田
正
治
写
真
美
術
館

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
鳥
取
支
部
展

二
科
会
写
真
部
鳥
取
支
部
展

町
写
真
展

思
い
出
ノ
ー
ト

3333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333

韓国からの来館者の感想

フォトコンテスト入賞作品展

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

ご
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

美
術
館
の
感
想
や
思
い
出
を
書

き
残
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に『
思

い
出
ノ
ー
ト
』を
二
階
ラ
ウ
ン
ジ

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
か
ら
三
つ
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
月
三
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
韓
国
　
金
さ
ん

　
大
韓
民
国
　
江
原
道
　
束
草

市
か
ら
来
た
金
　
順
福
で
す
。自

然
と
調
和
し
た
植
田
正
治
写
真

美
術
館
、本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、先
生
の

写
真
の
主
題（
す
み
ま
せ
ん
）は
、

私
た
ち
人
間
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。よ
い
写
真
を
た
く
さ

ん
見
て
、足
取
り
も
軽
や
か
に
帰

り
ま
す
。

十
月
二
十
九
日（
金
）

　
　
　
広
島
県
　
タ
カ
ノ
さ
ん

　
晴
れ
た
日
の
大
山
。青
空
に
映

え
て
キ
レ
イ
で
す
ね
。今
日
は
雨

の
予
報
で
し
た
が
、よ
か
っ
た
！

植
田
先
生
が
、笑
顔
で
迎
え
て
下

さ
っ
た
き
が
し
ま
す
。写
真
も
ナ

ツ
カ
シ
サ
で
い
っ
ぱ
い
。で
も
、

そ
の
奥
に
見
え
る
構
成
力
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
来
ま
す
。

十
一
月
七
日（
日
）

　
　
　
大
阪
府
　
河
　
野
さ
ん

　
大
阪
か
ら
来
ま
し
た
。
一
週

間
か
け
て
山
陰
の
ほ
う
を
ま
わ

っ
て
ま
す
。明
日
は
鳥
取
砂
丘
に

行
く
予
定
で
す
。植
田
さ
ん
の
写

真
は
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

写
真
に
ま
っ
す
ぐ
で
好
き
な
も

の
を
撮
っ
て
い
る
。同
時
に
同
じ

写
真
は
撮
れ
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
、同
じ
構
図
で
撮
っ
て
も
子

供
を
撮
っ
て
も
。参
考
に
し
な
が

ら
自
分
の
写
真
を
撮
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

現
在
一
階
企
画
展
示
室
を
地
域

の
写
真
活
動
の
場
と
し
て
開
放
し
、

地
域
の
写
真
団
体
や
写
真
愛
好

家
の
方
々
の
作
品
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

○
平
成
十
六
年
○

　
十
一
月
十
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
十
二
月
六
日（
月
）

　十
一
月
十
七
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
十
二
月
六
日（
月
）

　十
二
月
八
日（
水
）〜

　
　
　
十
二
月
二
十
六
日（
日
）

○
平
成
十
七
年
○

一
月
五
日（
水
）〜

　
　
　
　
一
月
二
十
三
日（
日
）

　
年
始
か
ら
展
示
が
始
ま
る
町
写

真
展
は
新
町
に
な
っ
て
最
初
の
美

術
館
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

　岸本町では、国際交流事業の一環として「韓

国を知ろう講座」を開催していましたが、今年

度の講座は１１月１８日（木）の料理教室を最終

に終了しました。

　今年度の学習は鳥取県西部県民局国際交流員

の沈　載賢さんを講師として、韓国文化につい

て知ることを中心として、韓国の料理（ビビンバ、

チヂミ）、韓国の遊び、韓国の行事、韓国の服

装などを学習しました。

　講座の受講生は、毎回１０名以上の方が参加し、

熱心に受講されており、韓国に対する関心の高

さがうかがえました。

　この講座により、近くて近い国、韓国に対す

るより理解が深まったように思います。

　１１月２日、「男女共同参画のすすめ・生き
生きいきるために」と題し、鳥取短期大学学長
の山田修平さんをお招きし、岸本町保健福祉セ
ンターで講演を開催しました。
　当日は各種要因に基づく男女の違いから男女
共同参画社会実現に向けての内容を実例を挙げ
ながらわかりやすく講演をしていただきました。
　来場者の方のアンケートでも、今日の講演会
で男女共同参画の内容が理解できたというもの
などありました。
　今後も男女共同
参画の取り組みを
すすめていく考え
ですので、皆様の
ご理解ご協力よろ
しくお願いします。

シム　　ジェヒョン



4

※変更点は、　　　　で表記。

※平成17年1月診療分の助成からは新町の制度が適用されます。
（ただし、平成16年12月診療分までの助成については、現行制度で適用）
※詳しくは、健康福祉課（電話68-4633）までお問い合わせ下さい。

区　　　　　分

対　象　者

一部負担金

入院食事料

助　成　額

診療科目

対　象　者

一部負担金

入院食事料

助　成　額

診療科目

対　象　者

一部負担金

入院食事料

助　成　額

診療科目

対　象　者

一部負担金

入院食事料

助　成　額

診療科目

対　象　者

一部負担金

助　成　額

診療科目

身体障害者

　（児）

知的障害者

（児）

精神障害者

ひとり親家庭

4歳～就学前

（通院のみ）

身体障害者手帳3～5級（老人医療受給者を除く）

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月4回まで自己負担

対象外（住民税非課税世帯は対象）

助成対象額の50％

歯科を除く

療育手帳B（老人医療受給者を除く）

なし

対象外（住民税非課税世帯は対象）

助成対象額の100％

制限なし

精神保健福祉手帳2級

（老人医療受給者を除く）

入院1,200円/日･通院なし

対象外（住民税非課税世帯は対象）

助成対象額の100％

入院制限なし･通院は当該医療のみ

20歳未満の母子家庭（児童、母）

児童扶養手当の所得制限以下

※特別医療受給対象者を除く

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月4回まで自己負担

対象外（住民税非課税世帯は対象）

助成対象額の100％

制限なし

変更なし

変更なし

助成対象外

変更なし

制限なし

変更なし

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月4回まで自己負担

助成対象外

助成対象額の50％

変更なし

精神保健福祉手帳2級及び精神保健

法第32条（精神障害の通院医療に必要

な患者票の交付を受けている）者（老人

医療受給者を除く）

入院1,200円/日･通院530円/回

通院は月4回まで自己負担

助成対象外

助成対象額の50％

制限なし

20歳未満のひとり親家庭（児童、父母、

扶養義務者）児童扶養手当の所得制限

以下※特別医療受給対象者を除く

変更なし

助成対象外

助成対象額の50％

変更なし

4歳～就学前（通院のみ）

通院530円/回、1月当り4回まで

助成対象額の100％

制限なし

岸本町現行制度 伯耆町（新町）制度



：元気アップ教室…岸本温泉ゆうあいパル内プール・同施設内トレーニングルーム

　スイスイ健康教室…岸本温泉ゆうあいパル内プール・岸本町保健福祉センター内

　検診室

：毎回　午前10時～11時30分

：・岸本・溝口町の住民で3ヵ月間参加できる方　

　・高血圧、心疾患のない方　※医師の許可が必要な場合があります

：元気アップ教室…10名　スイスイ健康教室…15名

：1回　参加費200円＋入浴料300円…計500円

：運動のできる服装(元気アップ教室のみ)、水着、スイミングキャップ、タオル、

　利用料（希望される方は教室終了後、温泉に入浴することができます）

：12月10日（金）までにお申し込みください。

：申込者が多数の場合、参加回数の少ない方から順に参加決定することとします。

　また、今までの参加回数が同回の場合には、抽選により参加決定としますのでご

　了承ください。

【問合せ先】健康福祉課　電話68－4633

☆場　所

☆時　間

☆対　象

☆定　員

☆利用料

☆持ち物

☆申込み

☆参加者の決定方法について

～元気アップ教室～
　1月～3月の毎週火曜日開催（祝祭日を除く）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　計12回

　1 時間トレーニング器具を使って運動した後、

プールで使った筋肉をほぐします。自分のペース

で筋力トレーニングをすることができます。

～スイスイ健康教室～
　1月～3月の毎週金曜日開催（祝祭日を除く）

　　　　　　　　　　　　　　　　計11回

　まずは基本的な歩き方を習います。回数を重ね

るごとに強度をつけ、しっかり体を動かしていき

ます。

ごみ・し尿・救急診療の年末年始の取扱いについて
区　　　　　分　　　　　年　　　　　　末　　　　　　　年　　　　　　始　　　　　問 合 せ 先

可燃ごみ

不燃ごみ

その他の
ご　　み

し　　尿

救急歯科
診　　療

救急内科
外科診療

収　　集

直接搬入

収　　集

直接搬入

収　　集

収　　集

診療時間

平成16年12月29日（水）まで

平成16年12月28日（火）まで

平成16年12月29日（水）まで

平成16年12月28日（火）まで

平成16年12月30日（木）から

平成17年 1月 5日（水）から

平成17年 1月 4日（火）から

平成17年 1月 5日（水）から

平成17年 1月 5日（水）から

平成17年 1月 3日（月）まで

クリーンセンター
電話66－2281

リサイクルプラザ
電話68－4071

（有）みつわ衛生社
電話29－4461

西部歯科保健センター
電話33－3864

地区ごとに収集カレンダーのとおり

地区ごとに収集カレンダーのとおり

午前9時から午後3時まで

12月下旬の新聞に掲載されますので、ご利用ください。



鳥取県では、平成１７年４月１日から施行される「森林環境保全税」により、「森林をすべての県
民で守り育てる意識」づくりを目的とした「とっとり県民参加の森づくり推進事業」に取り組
むこととしています。

県内の小中学校、ＮＰＯ、ボランティア団体等の方々で、来年度に、間伐等森林を守り育てる作業
の体験、森林教室、源流探訪など、この目的に沿ったイベントや行事を実施したい方は、企画書（指
定様式がありますので、下記へお問い合わせください）を作成の上、奮ってご応募ください。

　　　県民の方々で組織する「鳥取県森林環境保全税関連事業評価委員会」の審査を経て、採択
　　　された企画については、事業の実施に係る経費は税収を基にした森林環境保全基金から拠
　　　出されます。

　※この事業の他にも、水源地域のスギやヒノキの人工林等を対象に、針葉樹と広葉樹が交じり合
　　った、公益的機能の高い森林づくりを行う「とっとり環境の森緊急整備事業」も実施します。

事業に関するお問い合わせ、お申し込みは

鳥取県西部総合事務所農林局林業振興課（電話：0859－31－9679・9680）

産業観光課（電話：0859－68－4213）

へお願いします。

4

　安全祈願祭遠藤地区農業集落排水処理施設の安全祈願祭が１０月２８日に行われ、河合町長ら関
係者約４０人が出席し、工事の安全を祈願しました。
この処理区は、事業費１８億２８００万円、計画人口２，９７０人、計画処理量１日平均８０２ト
ン、汚水処理方式は、連続流入間欠ばっ気方式を採用し、
伯耆ニュータウン・岸本・駅前・押口・吉長・遠藤・リ
バータウン・遠藤団地のし尿・生活雑排水を処理する計
画になっています。
　平成１５年度から管路工事を進め、平成１８年度には、
すべて事業が完了する予定となっています。処理施設は、
２,１９５㎡の敷地に、管理棟とブロワ棟の２棟を建設し、
完成は平成１７年１２月１５日予定となっています。

遠藤地区農業集落排水処理施設　安全祈願祭遠藤地区農業集落排水処理施設　安全祈願祭遠藤地区農業集落排水処理施設　安全祈願祭

　
年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
や
飲

酒
の
機
会
の
増
加
に
よ
り
、
交
通

事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

期
　
間

　
12
月
13
日
（
月
）
か
ら

　
12
月
22
日
（
水
）
ま
で

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
交
差
点
で
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夜
間
の
外
出
に
は
、
明
る
い
服

装
で
靴
や
持
ち
物
に
反
射
材
を
つ

け
、
運
転
者
か
ら
発
見
さ
れ
や
す

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

運
転
者
の
事
故
防
止

・
早
朝
・
薄
暮
時
に
は
、
歩
行
者

及
び
自
転
車
か
ら
の
発
見
の
遅

れ
を
防
止
す
る
た
め
、
車
両
の

前
照
灯
の
点
灯
を
早
め
に
し
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。



・債権奪還（高任和夫）

・芥火（乙川優三郎）

・砂漠でみつけた一冊の絵本（柳田邦男）

・七月七日（古処誠一）

・悪の梯子　足引き寺閻魔帳（澤田ふじ子）

・異邦人の夜（梁石日）

・日銀券（上・下巻）（幸田真音）

・終着駅（白川道）

・ありふれた愛（天童荒太）

・代筆屋（辻仁成）

・ハヤト（村上早人）

・植木鉢の土（水上勉）

・ブルータワー（石田衣良）

・生の科学、死の哲学（養老孟司）

・天才科学者の不思議なひらめき（山田大隆）

・いとしのヒナゴン（重松清）

・最期まで微笑みを（田原節子）

・ドラッグ世代　薬物汚染と闘う夜回り先生（水谷修）

・見る美　聞く美　思う美

　　　　　　　（節子・クロソフスカ・ド・ローラ）

・私は誰になっていくの？

　アルツハイマー病者からみた世界

　　　　　　　　　　　（クリスティーン・ボーデン）

・死の文化を豊かに（徳永進）

・母に歌う子守唄　わたしの介護日誌（落合恵子）

・人気なべ　なごみなべ（編、相場静子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

・セブンタワー　Ｖ戦い（ガース・ニクス）

・タラの物語（マーク・カーランスキー）

・ペンドラゴンと王者の剣、エルフの黄昏

　　　　　　　　　（ジャン＝ルイ・フェトジェンヌ）

・ラッキーガール（佐藤真海）

・怪盗るぱんの亡霊（那須正幹）

・水の精霊（第1部　幻の民、第2部　赤光）（横山充男）

・うずらちゃんのかくれんぼ（きもとももこ）

・ねずみくんとおてがみ（なかえ　よしを）

・おでん　おんせんにいく（中川ひろたか）

・おならのしゃもじ（文、小沢正）

・9ひきのうさぎ（せな　けいこ）

・ばけばけ町へおひっこし（たごもり　のりこ）

・とんとんとんのこもりうた（いもと　ようこ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

1213

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

　新
着図書の紹介　　　

11月1日（月）開催

10月30日（土）開催！

早いものでもう１２月ですね。今月はお正月を迎える準備でみなさんのご家庭でも忙しいことで
しょう。そして子どもたちが楽しみにしているクリスマスももうすぐです。公民館にもクリスマ
スの飾り付けをしますので、みなさん是非見に来てください。

12月17日（金）第8回松栄学級
（岸本町人権・同和町民大会）

　今回は少し趣向を変えて、松栄学級はボーリング大会しました。
みなさんボーリングシューズを履き、自分にあったボーリング
の玉を選びボーリングに臨みました。それぞれ独自の投法でボ
ーリングの玉を投げて、その行く末を真剣に眺めておられました。
そして、ピンの倒れる本数に喜び、また悔しがっておられました。
　本来ならスコアで競い合うボーリングですが、そんなことは
さておき、みなさん生き生きと楽しんでおられました。ボーリ
ング大会が終わった後に「今度家族で来てみよう！」と言う方
もおられました。

12月の行事予定

　今回まなび隊は大山をウォーキングしてきました。
天気が心配されましたが、なんとか秋晴れとまではい
かないまでも気持ち良くウォーキングすることができ
ました。
　ガイドさんの指導のもといろいろな植物の名前や特
徴などを学びながら約4.5キロの道のりを楽しく歩きま
した。
　この季節は紅葉が綺麗なのですが、今年はなかなか
温度が下がらなかったことや台風のせいもあって真っ
赤に染まる木々を見ることができませんでした。しかし、
見るものはそれだけではなく日頃は目にとまらない小
さな植物たちの存在があります。そのことを興味深く
みなさん、ガ
イドさんの話
を聞いておら
れました。ま
た一つ大山の
魅力に迫るこ
とのできた貴
重な時間とな
りました。

　10月30日（土）から11月4

日（木）までの6日間、中央公
民館町民ホールで菊花展を
開催しました。今年は猛暑
や台風のせいもあり、出品
するはずの菊がだめになっ
てしまったという声も多々ありました。それでも町内の菊愛
好者の方から約20鉢の菊を出品していただき、ホールを菊花
で飾りました。菊花は丹精を込めてつくるという表現がふさ
わしく、美しい大輪の花を咲かせます。出品していただいた愛
好者のみなさん、本当にありがとうございました。

　第4回わんぱく道場は、溝
口町の鬼住山の登山と、鬼
ミュージアムの見学をしま
した。溝口町は日本最古の
鬼伝説の町として知られて

いますが、その一端を学んでみようと今回計画をたてました。
　鬼住山は標高326ｍほどの山ですが、散策道や展望台が整備さ
れており、頂上からは大山や溝口の町並みが見渡せます。昔々、
この山には鬼が住んでおり、人々を苦しめていたことを知った
第７代孝霊天皇が鬼退治を行いました。そして、逃げた鬼に天皇
の配下となり北を守るよう命じたということです。
　大山登山ほどではないですが、鬼住山の登山は、子どもたちに
とっては結構きつかったようです。ほんの少しではありますが、
溝口町のことを知る機会になりました。

国境を越えた医師
（トレーシー・キダー）

海のはてまで連れてって
（アレックス・シアラー）

父さんは豪華客船で働い
ている。父さんが航海に行
っている間、ぼくとふたご
の弟のクライブは、いつも
おじいちゃんの家に預け
られている。でも今年の夏
はちょっと違う。父さんが
これを最後に船の仕事を
やめるかも。ぼくらは内緒
で航海についていくこと
にした。家族って、いっし
ょにいるだけで素晴らしい。
思いきり笑えて、思いきり
感動できる冒険物語です。

あいつもともだち
（内田麟太郎）

『今月のおすすめコーナー』は、クリスマスにちなんだ本を集めてみました。
　　　・とってもふしぎなクリスマス（ルース・ソーヤ）
　　　・ことしのサンタはひげがない（鬼藤あかね）
　　　・クリスマスにはやっぱりサンタ（ビル・ピート）
　　　・ゆきまくり（野坂勇作）
　　　・大雪（ゼリーナ・ヘイツ）
絵本とともに、すてきな冬のひとときをお過ごし下さい。

ハーバード大学教
授で医師・人類学者
のポール・ファーマ
ーは、想像を絶する
貧困と劣悪な医療
環境に悩む中米ハ
イチに診療所を開
設し、結核・エイズ
等の感染症に戦い
を挑む。彼の医療活
動について入念な
取材と密着で描い
た一冊です。

ひとりぼっちのヘビ
が気になって仕方な
いキツネ。ヘビたち
の冬ごもりの間もず
っと心にひっかかっ
たままです。ヘビも
ひとりさびしい夢を
見ていました。やが
て春になり、あなか
ら出たヘビの目にう
つったのは…。
大人気『おれたち　
ともだち』シリーズ
の7作目です。
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平成16年度人権・同和問題に関する町民の意識調査が概ねま
とまりましたので、一部をお知らせします。

〇同和問題について
［質問］鳥取県内に「同和地区」とか「被差別部落」などとよばれ、差別を受けてい
　　　　る地区があることを知っていますか。

［質問］知っていると答えた人に―同和地区について初めて知ったのはどのようにし
　　　　てですか。

　　　　同和問題の知識や情報は、家族を通じて伝わることがかなり多いと思われます。

［質問］差別することはいけないことだと思うが、自分だけ反対しても仕方がない。

　　　　　そう思う・どちらとも言えない・答え不明を合わせると約７４％の人が、差別に対して積極的に反
　　　　対の考えを持たないと思われます。
　　
［質問］同和対策事業についてどう思いますか。

　　　　「同和問題の解決が国民の課題である」ことの理解を徹底する啓発活動が必要であります。

〇今までに、人権・同和問題の講演会・研修会・懇談会に参加した回数を見ると、１～３回参加３５％、４～
９回参加１２％、１０回以上参加６％と、５０％以上の人が参加しています。しかし、５０％弱の人は、参加
したことがないと答えています。

〇部落差別をなくすための考え
　「学校教育・社会教育を通じて差別をなくし、人権を大切にする教育活動・啓発活動を積極的に行う」が９
％、「人権・同和教育をしっかり行うと同時に、部落差別を行政やみんなが取り除く努力をする」が１５％、
「差別はなくならない」が１０％、「社会の進歩につれ自然になくなる」が３２％でした。

〇終わりに
　「部落差別は他人事とは思えない、自分の問題として解決のために努力したい」という考えの人が１３％あ
りました。この考えを更に広める啓発活動が必要と思われます。

（人権教育推進員）

0 20 40 60 80 100

71.3%　知っている

2.9%　知らない

25.8%　不明

0 20 40 60 80 100

36.0％　家族から聞いた
11.8％　学校の授業で教わった

10.0％　友人・同僚から聞いた
5.9％　近所の人から聞いた

2.9％　講演会・研修会などで聞いた

2.9%　県・町の広報紙で読んだ

27.5%　覚えていない

1.5%　その他

0 20 40 60 80 100

33.1%　そう思う

26.5%　そうは思わない

19.9%　どちらとも言えない

20.5%　不明

0 20 40 60 80 100

31.6%　同和地区だけに、ことさら同和対策事業をしたことがおかしい

21.3%　部落差別をなくすため、行政の責任で続けて行うことが必要である

9.6%　自分に関係がないことで、特に考えたことがない

16.2%　そのようなことは知らない
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年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、

役
場
は
閉
庁
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
は
左
記
の
と
お
り
で
す

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

閉
庁
期
間

　
平
成
16
年
12
月
29
日
か
ら

　
平
成
17
年
１
月
３
日
ま
で

※
業
務
開
始
は
１
月
４
日
で
す
。

　
平
成
17
年
１
月
１
日
の
伯
耆

町(

ほ
う
き
ち
ょ
う)

　
誕
生
に

伴
っ
て
、
岸
本
町
と
溝
口
町
の

住
所
表
記
が
変
わ
り
ま
す
。
年

賀
状
に
は
、
新
し
い
住
所
を
記

載
の
上
、
お
出
し
く
だ
さ
い
。

住
所
の
表
記
例
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
郵
便
番
号
、
電
話
番

号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

岸
本
町
の
住
所
表
記
例

　
岸
本
町
の
部
分
が｢

伯
耆
町｣

に
な
り
ま
す
。

(

旧)

西
伯
郡
岸
本
町
吉
長
３
７
番
地
３

(

新)

西
伯
郡
伯
耆
町
吉
長
３
７
番
地
３

※
た
だ
し
、
「
岸
本
町
福
岡
」

は
「
伯
耆
町
福
岡
原(

フ
ク
オ
カ

ハ
ラ)

と
な
り
ま
す
。

溝
口
町
の
住
所
表
記
例

　
日
野
郡
溝
口
町
の
部
分
が
「
西

伯
郡
伯
耆
町
」
に
な
り
ま
す
。

(

旧)

日
野
郡
溝
口
町
溝
口
６
４
７
番
地

(

新)

西
伯
郡
伯
耆
町
溝
口
６
４
７
番
地

　
町
内
循
環
バ
ス
の
年
末
年
始

の
運
行
は
左
記
の
と
お
り
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

・
１
月
１
日
（
土
）
全
線
運
休

・
１
月
２
日
（
日
）
全
線
運
休

・
１
月
３
日
（
月
）
午
前
９
時

25
分
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
発
）

か
ら
午
後
４
時
56
分
（
岸
本
駅

前
着
）
ま
で
運
行

・
１
月
４
日(

火)

か
ら
平
常
運
行

　
ゆ
う
あ
い
パ
ル
の
正
月
の
営

業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
12
月
30
日
（
木
）
〜
１
月
１

日
（
土
）
休
館
日

　
１
月
２
日
（
日
）
か
ら
営
業

を
開
始
し
ま
す
。
（
午
後
６
時

ま
で
営
業)

　
１
月
３
日
以
降
通
常
営
業

（
毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
温
泉
　
ゆ
う
あ
い
パ
ル

　
電
話
　
６
８
―
５
５
２
６

　　
や
る
気
の
あ
る
森
林
所
有
者

の
方
々
が
自
力
で
行
う
小
規
模

な
森
林
整
備
を
県
と
町
が
助
成

し
ま
す
。

　
事
業
に
つ
い
て
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

【
申
請
者
】
自
力
で
森
林
整
備

を
行
っ
た
森
林
所
有
者
の
方

【
事
業
の
規
模
】

一
施
行
地
の
面
積
が
０
・
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
年
間
の
施
行
地

面
積
の
合
計
が
０
・
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
未
満

【
補
助
対
象
事
業
】

自
力
に
よ
る
下
刈
り
、雪
起
こ
し
、

除
間
伐
、枝
打
ち
な
ど
の
森
林
整
備

【
補
助
率
】
定
　
額

【
事
業
期
間
】

　
平
成
16
年
度
か
ら
の
５
年
間

【
申
請
窓
口
】

　
役
場
　
産
業
観
光
課

　
電
話
６
８
―
４
２
１
３

　
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
暖
房
中
の
温
度
は
20
℃
を
超

　
え
な
い
よ
う
に
設
定
を

・
不
必
要
な
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ

　
放
し
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
製
品
の
待
機
消
費
電
力
は

　
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。主

　
電
源
を
こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
給
湯
温
度
を
低
め
に
設
定
し

　
ま
し
ょ
う
。

・
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
込
み
す

　
ぎ
る
と
余
分
な
電
力
を
消
費

　
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
を
効
率
的

　
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
照
明
は
こ
ま
め
に
消
灯
を

・
で
き
る
だ
け
家
族
団
ら
ん
の

　
時
間
を
増
や
し
、
空
い
た
部

　
屋
の
照
明
や
暖
房
は
切
る
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
給
与
・
賞
与
に
係
る
源
泉
所
得
税

の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
毎
月
納
付
の
方
】

　
平
成
16
年
12
月
支
給
分

　
納
付
期
限

　
平
成
17
年
１
月
11
日
（
火
）

【
納
期
特
例
の
方
】

　
平
成
16
年
７
月
〜
12
月
支
給
分

　
納
付
期
限
　

　
平
成
17
年
１
月
11
日
（
火
）

【
納
期
特
例
の
方
で
延
長
申
請

を
さ
れ
て
い
る
方
】

　
平
成
16
年
７
月
〜
12
月
支
給
分

　
納
付
期
限

　
平
成
17
年
１
月
20
日
（
木
）

（
平
成
16
年
12
月
31
日
現
在
に
お

い
て
源
泉
所
得
税
の
滞
納
が
な
い

方
に
限
ら
れ
ま
す
。
）

※
注
意
！
　
納
付
す
べ
き
税
額
が

な
い
場
合
で
も
、給
与
等
の
支
払
い

が
あ
れ
ば
納
付
書
を
作
成
の
上
、税

務
署
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
所
得
を
含
む
す
べ
て
の

事
業
所
得
が
対
象
で
す
。

　
平
成
15
年
分
の
売
上（
課
税
売

上
高
）が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
方
は
平
成
17
年
分
消
費

税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

・
速
や
か
に
「
消
費
税
課
税
事

　
業
者
届
出
書
」
を
最
寄
り
の

　
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
売
上
が
５
０
０
０
万
円
以
下

　
の
方
は
簡
易
課
税
制
度
が
選

　
択
で
き
ま
す
。

　
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
方

で
選
択
さ
れ
る
方
は
「
消
費
税
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
平

成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
17
年
１
月
１
日
か
ら
、日
々

の
記
帳
や
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

　
仕
入
等
に
か
か
っ
た
消
費
税
分

の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、�

帳
簿
、�
仕
入
先
か
ら
発
行
さ
れ

る
請
求
書
、納
品
書
、領
収
書
な
ど

の
書
類
の
両
方
を
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

給
与
の
源
泉
所
得
税
の

　
納
付
期
限
を
忘
れ
ず
に
！

町
内
循
環
バ
ス
の

　
　
　
年
末
年
始
の
運
休

き
し
も
と
温
泉
ゆ
う
あ
い
パ
ル

年
末
年
始
の
営
業
日

伯
耆
町
誕
生
に
伴
い
年
賀
状
に

書
か
れ
る
住
所
に
つ
い
て

家
庭
で
で
き
る
冬
の

　
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動

年
末
年
始
の
役
場
業
務

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
対
策
事
業

消
費
税
が
変
わ
り
ま
し
た



印刷／株式会社高下印刷

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

平
成
十
六
年
十
月
受
付
分

（
敬
省
略
）

こしきが丘稲 田 　 凜

保護者

敦 ・ 麻 理

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

いなだ りん93歳

91歳

69歳

89歳

61歳

林 ヶ 原

立 岩

吉 定

吉 長

坂 長

野坂　鶴子

石　　綾子

松田　　操

岡本　静榮

小酒　治郎

岸本町役場の電話番号

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659岸本温泉ゆうあいパル

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

1 2 月 3 日

1 2月 1 7日

1 2月 2 8日

ふるさと創生文化講演会

岸本町人権・同和教育町民大会

岸本町役場閉庁式

農村環境改善センター

　　　　〃

　　　　―

金

金

火

１９：００～

１３：００～

－　

期日：平成１６年11月14日（日）

真
　
野

駅
　
前

丸
　
山

坂
　
長

押
　
口

林
ヶ
原

吉
　
定

吉
　
長

田
園
町

遠
　
藤

上
細
見

番
　
原

大
　
寺

伯
耆
N

ス
カ
イ
T

真
　
野

駅
　
前

丸
　
山

坂
　
長

押
　
口

林
ヶ
原

吉
　
定

吉
　
長

上
細
見

こ
し
き

殿
河
内

伯
耆
N

ス
カ
イ
T

2-0

2-0 2-0

2-0

2-0

0-2 0-2

0-2 2-0 0-2 0-22-12-1 0-2

0-2

2-0

2-0

2-1

2-0

0-2 0-2

0-2

1-2不戦勝

不戦勝

不戦勝

【男子の部】

【女子の部】 ◆優勝：坂長 準優勝：殿河内
第三位：上細見、吉長

◆優勝：坂長 準優勝：吉長
第三位：大寺、真野


